
  

知
性
な
き
政
治
家
の
乱
暴
狼
藉
を
嘆
き
憤
る 
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知
性
が
枯
渇
し
た
の
か
、
も
と
も
と
微
弱
な
の
か
、
安
倍
晋

三
首
相
自
身
も
大
臣
諸
氏
も
、
瑕
疵
が
問
題
に
な
っ
た
自
民
党

国
会
議
員
も
、
情
け
な
い
ほ
ど
知
性
欠
乏
症
患
者
に
み
え
る
。 

 

か
く
言
う
僕
の
知
性
は
充
分
か
。
分
析
が
必
要
だ
。 

そ
も
そ
も
「
知
性
」
と
は
ど
う
い
う
意
味
な
の
か
。 

『
広
辞
苑
第
六
版
』
は
、
「
①
頭
脳
の
知
的
な
働
き
。
知
覚

を
元
に
し
て
、
そ
れ
を
認
識
に
ま
で
作
り
あ
げ
る
心
的
機
能
。

②
〔
心
〕
広
義
で
は
知
的
な
働
き
の
総
称
。
狭
義
で
は
、
感
覚

に
よ
り
得
ら
れ
た
素
材
を
整
理
統
一
し
て
認
識
に
至
る
心
的

機
能
。」 

『
新
明
解
国
語
辞
典
第
五
版
』
は
、
「
物
事
の
理
屈
が
直
ぐ

理
解
で
き
る
能
力
。
理
知
。」 

白
川
静
『
字
通
』
は
、「
本
性
を
知
る
。
〔
孟
子
、
尽
心
上
〕

其
の
心
を
尽
く
す
者
は
、
其
の
性
を
知
る
。
其
の
性
を
知
ら
ば
、

即
ち
天
を
知
る
。
其
の
心
を
存
し
、
其
の
性
を
養
ふ
。
天
に
事

（
つ
か
）

ふ
る
所
以
な
り
。」
講
釈
し
て
欲
し
い
哲
学
で
あ
る
。 

 

Ｊ
・
Ｃ
・
ヘ
ボ
ン
の
『
和
英
語
林
集
成
』（
１
８
８
６
年
刊
）

に
は
見
出
し
語
に
な
い
。 

『
研
究
社
和
英
大
辞
典
』〔
１
９
６
５
年
刊
〕
は
、intellect, 

intelligence, m
entality

の
３
語
を
あ
げ
る
。『
ロ
ン
グ
マ
ン

現
代
英
英
辞
典
』
〔
桐
原
書
店
・
１
９
８
７
年
刊
〕
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
解
説
を
邦
訳
す
る
と
、intellect

は
「
〔
感
じ
る
、
あ

る
い
は
行
動
す
る
、
よ
り
は
〕
理
性
の
力
を
使
う
能
力
。
知
的

に
考
え
理
解
す
る
能
力
。
」intelligence

は
「
学
び
理
屈
づ
け

し
理
解
す
る
能
力
。mentality

は
「
精
神
の
能
力
と
パ
ワ
ー
」
。 

僕
流
に
言
う
な
ら
、
「
知
性
」
と
は
「
事
物
の
本
質
を
理
性

的
に
認
識
す
る
力
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

 

原
発
再
稼
動
と
海
外
輸
出
を
促
進
し
な
が
ら
福
島
原
発
事

故
の
収
束
と
被
災
者
救
援
に
は
怠
慢
な
ま
ま
な
、
規
制
委
員
会

を
含
む
原
子
力
マ
フ
ィ
ア
。
辺
野
古
に
米
軍
の
新
鋭
出
撃
基
地

を
造
成
し
、
武
器
輸
出
を
拡
大
し
、
核
兵
器
禁
止
で
先
導
的
役 

割
は
果
た
さ
ず
、
同
盟
深
化
を
推
進
す
る
軍
産
複
合
体
、
そ
し

て
国
民
に
は
知
る
権
利
と
表
現
の
自
由
を
抑
圧
す
る
。 

   

  

こ
う
い
う
政
治
を
良
し
と
す
る
人
び
と
に
知
性
は
あ
る
の

か
、
と
問
い
た
い
の
だ
。 

ジ
ョ
ー
ジ
・
オ
ー
ウ
ェ
ル
の
『
１
９
８
４
年
』
に
、
党
の
真

理
省
の
三
つ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
太
字
で
書
か
れ
て
い
る
。
「
戦

争
は
平
和
な
り 

自
由
は
隷
従
な
り 

無
知
は
力
な
り
」
だ
。 

『
広
辞
苑
』
は
、
「
無
知
」
を
「
知
識
が
無
い
こ
と
」
と
解

説
す
る
が
、
僕
は
「
事
物
の
本
質
を
理
性
的
に
認
識
す
る
力
が

な
い
こ
と
」
と
定
義
し
よ
う
。
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ベ
ー
コ
ン
が
「
知

は
力
な
り
」
と
言
っ
た
ら
し
い
が
、
「
無
知
は
力
な
り
」
は
、

人
間
理
性
と
理
性
的
認
識
力
を
否
認
す
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら

な
い
。
安
倍
政
治
は
「
無
知
は
力
な
り
」
の
実
践
な
の
だ
。
独

裁
暗
黒
政
治
の
実
行
な
の
だ
。 

無
知
と
暴
力
は
親
和
力
で
繋
が
る
。
安
倍
政
治
は
暴
力
的
で

あ
る
。
辺
野
古
に
米
軍
の
新
基
地
を
提
供
し
よ
う
と
い
う
件
で
、

知
事
・
議
会
・
県
民
あ
げ
て
の
オ
ー
ル
沖
縄
の
悲
願
を
、
無
法

に
も
足
蹴
に
し
て
、
主
権
者
国
民
よ
り
も
米
国
の
政
府
と
軍
産

複
合
体
に
奉
仕
す
る
こ
と
を
金
科
玉
条
と
し
て
い
る
。 

権
謀
術
数
を
駆
使
し
て
、
法
的
に
も
道
徳
的
に
も
、
無
論
、

物
理
的
に
も
精
神
的
に
も
、
醜
悪
な
暴
力
を
操
作
し
て
い
る
。 

 

キ
ン
グ
牧
師
が
１
９
６
７
年
４
月
４
日
に
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
反

戦
演
説
の
中
で
、
「
社
会
の
向
上
よ
り
も
軍
事
費
に
毎
年
多
額

を
費
消
す
る
国
は
、
精
神
の
死
滅
に
近
づ
い
て
い
る
の
で
す
」

と
語
り
、
「
今
日
の
世
界
で
暴
力
の
最
大
の
調
達
人
で
あ
る
私

の
ア
メ
リ
カ
政
府
」
と
指
弾
し
て
、
丁
度
一
年
後
、
１
９
６
８

年
４
月
４
日
に
暗
殺
さ
れ
た
の
だ
っ
た
が
、
自
公
政
権
は
辺
野

古
基
地
を
強
引
に
造
成
し
て
、
沖
縄
県
民
を
愚
弄
す
る
だ
け
で

な
く
、
み
ず
か
ら
の
人
間
性
を
崩
壊
さ
せ
る
の
だ
。 

 

原
発
の
再
稼
動
に
つ
い
て 

官
房
長
官
は
１
５
日
、
「
世
界

で
最
も
厳
し
い
と
い
わ
れ
る
水
準
の
規
制
基
準
に
適
合
す
る
」

か
ら
動
か
す
、
と
言
っ
た
。
世
界
一
精
鋭
の
基
地
で
抑
止
力
に

貢
献
す
る
か
ら
辺
野
古
に
固
執
す
る
の
だ
、
と
言
う
の
だ
ろ
う
。 

「
テ
ロ
リ
ス
ト
国
家
の
親
玉
」
（
米
国
の
知
の
巨
人
ノ
ー

ム
・
チ
ョ
ム
ス
キ
ー
の
こ
と
ば
）
ア
メ
リ
カ
と
の
同
盟
深
化
は
、

日
本
を
『
な
ら
ず
者
国
家
』
に
す
る
だ
け
だ
。
無
知
と
無
法
と

暴
言
の
暴
力
政
治
は
「
ひ
と
で
な
し
」
「
「
人
非
人
」。 

 


